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暑さ対策でまず行なうべきは、対策を行ないたい場所の時間・空間的特徴の整理と、用途を踏ま

えた目標の設定です。その場所を人がどの時間帯に、どれくらい滞在するのかを考えながら、対象

地の気候特性やインフラ、維持管理体制を踏まえて対策を検討してゆく必要があります。

環境省の実証実験などに複数回関わってきた経験から、暑熱対策技術の評価、そして空間の提

案・効果測定まで行ないます。 また対象空間の把握や効果測定の手法の一つとして、利用者を

対象としたアンケート調査も行ないます。
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気候変動や都市の構成材料・形態の変化により、まちなかの暑さが深刻化しています。一方で感

染症対策により屋外の利用が注目されていますが、エネルギー価格の高騰、エネルギー供給の不

安定さ等により、化石エネルギーに頼らない暑さ対策が

これまで以上に求められています。

都市の気候を変えることはできなくても、人が滞在する

空間や歩行する空間（スポット）の熱環境は、自然の力

で調整することは可能です。まちなかの暑さ対策でカギ

を握るのは“熱放射”です。

日射しの遮蔽や緑化による地面・壁の表面温度の低

減、雨水などを使った打ち水によって、都市特有の暑さ

対策をシミュレーションなどにもとづき提案・評価します。
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右の図は、屋内、緑がある屋外、冷却

ルーバーがある屋外の3つの空間におい

て、気温が低いのか放射温度が低いのか

等によって、快適と感じる体感温度が異な

ることを示しています。それぞれクールス

ポットを作る上での条件が異なることがわ

かります。

“快適”と一言に言っても、その質はさま

ざまです。屋外は風も日射しも時間的・空

間的に変動しますが、それゆえの快適さ

があります。暑い中にあるクールスポット

ならではの快適性を追求し、より質の高い、

効果的なクールスポットの形成手法を開

発中です。




